
第142号　　　　　　　広　　報　　水　　巻　　　　　　　　　昭和33年6月10日（’ｌ〕

月
　
の
棟
語

◇
ム
シ
腑
予
防
（
四
日
）

よ
い
腑
、
よ
い
母
、
よ
い
子
供

僻
は
樅
膜
の
見
え
る
焦

◇
メ
ー
ト
ル
法
（
七
日
）

メ
ー
ト
ル
扶
慣
れ
よ
餓
え
よ
使
い
よ
い

世
界
中
ど
こ
で
も
通
る
メ
ー
ト
ル
洗

馴
れ
る
メ
ー
ト
ル
減
る
廊
倒

メ
ー
ト
ル
の
単
さ
手
麒
さ
托
解
き

◇
博
の
記
念
日
（
十
日
）
定
謄
励
行

国
と
陣
と
は
み
ん
昼
で
守
れ

五
日
二
十
二
日
快
嫡
な
投
稟
目
刺
の
も

と
に
、
∴
大
政
党
対
慣
？
　
後
初
め
て

の
松
茂
革
は
行
わ
れ
た
。

町
内
各
投
只
新
も
年
別
十
一
時
現
在
投

酵
素
第
五
殴
殺
新
の
三
二
％
喜
ハ
を
最

商
に
第
一
一
．
1
投
痔
新
の
二
七
％
〇
二
を
最

低
の
成
綿
で
、
渾
登
仙
投
頭
新
風
県
を

展
開
し
ｌ
午
後
三
蹄
に
煎
っ
て
は
、
や
ん

と
上
昇
し
て
、
鞄
一
1
要
一
・
築
一

％
、
第
二
－
六
〇
・
八
五
餐
箪
ニ
ー

五
四
・
九
九
％
、
缶
四
－
五
五
・
六
四

％
、
警
手
杢
ハ
・
一
八
％
の
華
と
な

り
、
最
終
卍
録
は
、
疎
蘭
が
型
疫
痢

所
の
八
ｌ
・
三
五
％
、
旗
低
が
第
一
捜

磐
新
の
七
二
・
ｌ
。
元
％
で
、
炭
砿
町
と

し
て
Ｚ
Ｊ
他
田
村
と
大
協
小
堀
の
殴
票
率

を
納
め
、
付
ん
と
い
っ
て
も
削
精
勤
労

者
の
多
少
の
度
合
が
投
票
率
の
高
低
を

物
語
っ
て
い
る
点
は
酌
例
を
崩
し
て
い

な
い
椴
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
機
に
し
て
関
民
の
審
判
は

下
さ
れ
た
鋤
で
あ
る
が
、
二
大
政
党
も

少
数
政
党
も
等
し
く
我
々
関
民
の
代
表

と
し
て
良
織
一
路
に
載
進
さ
れ
る
革
の

み
心
か
ら
念
願
す
る
訳
で
あ
る
。
叉
こ

れ
柑
神
聖
仏
そ
し
て
当
然
な
願
い
も
あ

る
ま
い
、
報
道
陣
の
伝
え
る
斬
に
よ
る

と
色
々
轡
う
う
っ
な
字
句
が
耳
に
≠
つ

が
、
何
は
と
も
あ
れ
、
再
建
日
本
の
国

民
と
し
て
尚
叉
世
紀
の
耳
仕
を
埠
っ
九

千
万
届
胞
の
代
表
と
し
て
、
脚
仰
天
酌

に
恥
な
い
美
し
い
選
良
と
し
て
大
い
に

奪
斗
し
て
貨
い
度
い
。
少
な
く
共
公
約

の
実
現
、
囁
個
人
共
に
声
を
大
に
し
て

略
伝
さ
れ
た
あ
の
二
十
日
間
を
忘
却
す

る
串
な
く
、
よ
り
よ
い
国
策
の
樹
瑞
、

民
生
の
安
定
、
に
総
役
総
出
桝
の
異
を

挙
げ
ら
れ
、
公
正
な
民
主
主
親
同
家
と

し
て
の
頁
柵
を
早
現
さ
れ
た
い
も
の
で

あ
る
。
叉
我
々
国
録
も
選
挙
当
日
を
忘

れ
去
ら
ず
、
各
蹄
報
通
に
耳
目
を
傾
け

常
に
正
し
い
心
眼
を
開
き
な
が
ら
視
ま

も
る
こ
と
を
こ
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
銘
記
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
我
人
の
鰻
も
葱
轟
あ
る
選
挙
の

結
果
に
つ
い
て
以
下
順
を
追
っ
て
吟
昧

し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

水
巻
町
内
の
結
果

多
賀
谷
寅
稔

岡
部
　
得
三

青
野
　
武
一

松
本
　
七
郎

渡
辺
　
本
治

．
淵
上
房
太
郎

田
代
　
文
久

伊
藤
卯
四
郎

斜

無
効
ｌ
票

四
、
八
四
四

二
、
一
両
八

一
、
五
Ｃ
一

一
、
Ｅ
〇
一

∴
ｌ
「
十
、
1

八
六
一
八
Ｃ
函

六
八
六

二
二
、
Ｌ
Ｃ
六

一
四
四

計
投
票
総
数
　
二
ヾ
八
五
〇

町
内
に
於
け
る
投
票
成
績
記
録

（
衆
耕
院
）

酎
全
体
当
日
有
椎
者
数
　
一
七
、
六
五
〇

男
　
八
、
七
四
一

女
　
八
、
九
Ｃ
．
几

国
保
優
良
家
庭
へ

記

念

品

贈

呈

当
酎
国
民
健
康
保
険
で
ば
旧
利
二
一

十
二
年
四
月
一
日
よ
り
引
続
き
悶
撤

在
椚
串
の
家
庭
で
本
咋
∵
月
三
十
一

日
迄
一
カ
年
佃
糖
教
の
給
付
を
受
け

ず
、
し
か
も
五
日
一
二
十
一
日
迄
に
保

険
耕
年
御
願
を
完
納
し
た
家
庭
に
対

し
健
康
且
、
国
保
川
政
の
、
主
力
相
沢

で
あ
る
傑
伶
糊
の
完
納
を
果
し
た
と

尋
っ
こ
と
で
六
真
へ
日
射
民
会
餌
日

本
間
に
於
て
国
保
灘
常
李
的
酎
当
属

者
列
帰
し
て
衷
形
し
、
訳
食
品
の
贈

呈
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

記
念
品
は
近
日
中
に
各
頻
篤
完
通

じ
て
該
当
家
庭
へ
届
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

済
み
ま
し
た
か
？
Ｊ

悶
相
似
康
代
隙
の
受
診
証
は
昭
利

三
十
二
年
凹
Ｈ
の
事
業
群
足
当
桝
の

緑
色
の
受
診
証
か
ら
、
本
年
四
空

目
以
降
紫
也
の
受
診
証
へ
切
惣
薪

さ
れ
ま
し
た
が
、
末
だ
旧
受
診
証
と

新
受
診
誹
の
引
換
の
済
ん
で
居
な
い

御
家
庭
が
あ
り
ま
す
の
で
、
至
急
即

か
ん
と
旧
受
診
部
を
持
っ
て
役
場
国

保
係
ま
で
、
漸
受
診
証
の
受
領
に
楽

国
民
健
康
保
険

新
旧
受
診
証
の

引
換
更
新
案
内

国
保
受
診
証
の
引
換
は

て
ド
さ
い
。
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（
二
七
・
六
一
％
）

第
二
投
票
所

（
片
川
区
、
古
田
区
、
一
肌
社
‥
均
区

常
搬
区
、
温
雅
荘
）

当
日
有
椒
者
敬

男女

三
、
五
三
二

一
、
八
五
ｌ
一

一
、
六
八
二

投
画
霹
数

二
、
八
七
四

（
八
∵
三
五
％
）

内
不
在
者
投
頭

点
字
投
栗

ふ
代
理
投
栗

四
〇．
1

一
ヽ

」
／

一二一二一二二一二二一二一二十

喋
楷
背
教

六
五
九

（
一
八
・
六
五
％
）

第
三
投
票
所

（
Ⅶ
屋
敷
、
机
、
旭
末
、
中
央
区
、

鯉
Ｕ
区
、
帯
尾
犀
、
二
砿
社
困
区
）

当
日
封
樅
者
数
　
　
四
、
三
六
三

投
票
株
数

男
　
二
、
〇
五
七

女
　
二
、
三
〇
六

三
、
四
〇
三

（
七
八
・
〇
〇
％
）

内
不
在
者
投
票

五
一

点
字
投
票

代
押
投
票

堪
僻
者
数

ｌ

一
＼

」
／

九
六
〇

（
二
二
・
〇
〇
％
）

第
四
投
票
所
．

（
盲
封
、
聖
街
、
ｌ
市
貨
区
、
朋
映

寮
、
高
松
区
）

当
日
有
機
者
数
　
　
三
、
六
八
六

男
一
、
八
蚕
一

女
　
て
八
三
四

二
、
九
三
四

（
七
九
・
六
〇
％
）

内
不
在
者
投
躾

三
五

点
字
投
票

代
理
投
票

棄
権
者
敬

ｌ三

七
五
二

（
二
〇
・
四
〇
％
）

第
五
投
票
所

（
梅
ノ
木
堕
五
坑
区
、
榊
Ｕ
、
猶

舶
）
当
日
脊
椎
者
敬
　
　
三
、
四
壁
ハ

男
二
、
七
一
九

女
　
二
七
二
九

投
票
総
数
　
　
　
　
二
、
七
四
一

（
七
九
・
五
四
％
）

内
不
在
者
投
所
出
　
　
　
　
二
両

点
字
投
1
1
万
出
　
　
　
　
　
　
二

代
珪
投
啓
　
　
　
　
　
一
四

棄
楷
者
数
　
　
　
　
　
七
〇
五

（
二
〇
・
四
六
％
）

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
投
票
記
録
（
附
全
体
の
み
）

脊
椎
者
＝
衆
淡
院
議
員
投
票
と
伺
じ

当
用
船
数
　
　
　
二
二
、
八
三
三

（
七
八
・
一
。
七
％
）

男
　
七
、
Ｃ
二
九

女
　
六
、
八
Ｃ
四

田　淵　松　膏　渡　岡　多
賀

代　上　本　野　辺　部　谷

’、享

八
幡
市

六
、
六
二
四

－ヒ
ヽ

六
七
二

一
、
三
二
二
　
八
、
七
七
五

三
三
七
五
三
Ｃ
、
宕
苗

七ヽ

七
五
五

二
六
三
八

一
、
一
二
〇

伊
逐
四
、
八
四
七

計
一
四
八
、
九
四
一

一
七
、
八
二
六

一
〇
、
九
六
五

五
、
八
三
二

三
四
、
六
甲
ハ

一
二
三
空
門

声

望

「

一
、
Ｃ
三
六
一

六
、
九
〓
一

三
、
二
三
四
ｌ
ｌ
・
－

二
、
七
ヒ
年

二
〇
、
三
二

三
、
二
二
九
ｌ
▼

ｌ
二
一
．
．
亘
．
．

二
四
七
六
．

三
五
〇
五

二
、
一
五
七

三
、
一
九
九

七
、
三
ハ
四

一
、
八
七
一

飯
塚
市．

．

Ｊ

一

五
、
一
Ｔ
Ｔ
一

二
七
四

二
、
Ｃ
五
五

三
、
九
円
〇
一
三
、
三
ハ
八

一
、
二
Ｇ
九
一

一
、
五
亘

二
、
八
八
二
一

八
亘

四
、
四
〇
要

山
田
市

六
、
八
一
八

二
〇
二

四
、
二
Ｃ
九

一
、
三
七
七

一
、
二
五
八

一
、
〇
二
二

六
七
一

九
六
九

四
二
、
七
九
九
二
天
、
七
八
七
二
五
、
吾
四
三
ハ
、
至
上
ハ

内
不
在
者
捜
誤
　
　
　
一
九
八

点
字
投
票
　
　
　
　
　
　
七

代
理
投
票
　
　
　
　
　
三
九

瑞
穂
者
数
　
　
　
　
三
、
八
一
七

（
二
∵
六
二
転
）

福
岡
無
第
二
区

（
耕
捕
郡
、
鞍
手
郡
、
遠
因
郡
、
戸

棚
苗
、
八
幡
市
、
若
松
苗
、
楷
力
苗

飯
塚
苗
、
川
田
苗
）

に
於
け
る
各
候
補
者
に
対
す
る
投
瑠
宿

果
（
有
効
数
）
「
定
員
五
名
、
Ⅴ
候
補

者
八
名
」

◎
市
部
に
於
け
る
各
恨
榊
に
対
す
る
投
票
数
（
有
効
）
　
折
衷
の
通
り

福
岡
県
よ
り
の
当
選
者

第
一
区

浄Ｊ申　申港間
壁テ村熱感ｑ二

・寓茂一几
ＪＥ太韻「駕㍉夫

′ｐｄ　′去′論′′⊇′顎

聖．芝．と．里．ぎノ

社　白．自　自　白
描再再新再

多
謝
谷
貨
稔

渡
辺
　
本
治

伊
藤
卯
四
郎

松
本
　
七
郎

岡
部
　
得
三

次
点
　
淵
上
房
太
郎

草
野
　
武
一

田
代
　
文
久

八
五
、
四
六
九

七
五
、
八
二
〇

七
二
、
三
五
二

六
八
、
五
三
八

六
一
、
八
二
六

五
〇
、
六
九
七

四
六
、
一
七
九

完
、
〇
八
動

投
廃
状
況
（
郡
部
）

遠
貨
郡
　
四
六
、
垂
二
八
（
有
効
）

四
二
二
（
無
効
）

投
票
率
　
水
巻
酎
　
七
八
・
四
七
％

芦
崖
酎
　
六
六
・
〇
〇
％

遠
貨
村
　
八
〇
・
八
〇
％

刷
垣
村
　
七
〇
・
八
四
％

中
間
椚
　
七
九
・
八
四
％

鞍
手
郡
　
四
八
、
五
四
八
（
有
効
）

七
四
六
（
無
効
）

投
票
率
　
宮
田
旧

小
1
1
．
肋

骨
官
酎

酵
稗
田

八
二
・
Ｃ
八
％

八
一
・
三
八
％

七
〇
・
五
八
％

七
四
・
一
元
％

折
椰
郡
一
Ｃ
ｌ
四
、
七
四
九
（
有
効
）

一
、

捜
融
壷
　
郵
袋
附

新
橋
酎

二
柿
射

稲
築
椚

碓
井
酎

梓
川
机

頴
田
出

庄
内
村

顎
穂
射

精
波
根

鍵
両
村

八
七
（
無
効
）

八
五
・
六
五
％

七
六
・
九
六
％

八
七
・
〇
二
％

八
七
・
五
一
％

七
九
・
五
四
％

八
四
・
三
七
％

八
二
・
五
一
％

八
五
・
一
七
％

八
〇
・
七
九
％

八
〇
・
六
七
％

歎
・
粧
有
生
せ
ず
、
良
心
的
に
対
刺
し
た
い
も
の
で

第
二
区
多
堂
各
軍
稔

把
辺
　
本
治

伊
藤
射
四
郎

松
本
　
七
郎

細
部
　
得
二

第
三
区
荒
木
万
靖
夫

Ｌ
Ｕ
崎
　
厳

石
井
光
次
郎

田
中
柑
礪

第
川
区
平
井
池
田
蔵
内
溜
井計

義
一
補
治
修
治
義
満
十
九
名

′完′孟′実′菜′這　　′両′丙′箕′⊇′′⊇
ごノさ．ご．きノた．　亡．ごノミノ里．亡．

畠葺岩岳莞　崇話語岩岳

′由′扁′Ｆす′急
き＿．巳ノご．甲．

社　自社　自
再新再元

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

今
次
櫛
選
挙
と
固
持
に
行
っ
た
穀
簡

戯
判
断
裁
判
官
の
固
尾
帯
杏
で
は

斬
橋
酢
、
疏
水
克
己
、
河
村
大
励
、

埋
男
催
∵
下
飯
坂
㈹
夫
の
五
裁
判
官

に
つ
い
て
の
継
続
に
対
す
る
顆
鞘
審
判

が
下
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
自
治

庁
の
畳
表
に
よ
り
ま
す
宅
先
ず
五
氏

と
も
倍
仕
と
な
り
ま
し
た
。

尚
当
山
に
於
け
る
投
一
誤
率
は
七
二
・
三

六
％
で
、
全
国
的
な
授
頭
率
は
ヒ
二
・

二
一
％
喝
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
壊
商
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査

に
つ
い
て
は
、
そ
の
各
裁
判
官
の
実
情

が
不
案
内
な
為
、
仲
人
賛
否
の
決
定
に

苦
し
む
向
き
が
過
分
に
あ
り
ま
す
が
、

か
り
そ
め
に
も
、
遊
ぎ
的
に
雑
等
を
杏

い
た
り
、
不
本
意
な
×
印
を
つ
け
た
り

標
語
募
集
〓

町
内
の
皆
様
奮
っ
て

応
募
下
さ
い

た
ば
こ
消
前
轍
は
皆
機
す
で
に
御

辣
釦
の
撃
と
思
い
ま
す
が
、
水
巻

田
内
の
た
ば
こ
売
上
商
の
一
〇
〇

分
の
二
が
璧
芸
社
よ
り
納
税

さ
れ
る
の
で
、
水
巻
旧
帽
の
方
々

は
是
非
水
巻
酎
内
で
買
っ
て
貨
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
事
に

つ
き
ま
し
て
、
左
配
に
よ
り
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
替
っ
て

応
募
願
い
ま
す
。

託

て
応
募
叢
　
水
巻
酎
一
般
町

民

て
標
欝
の
主
曽
　
た
ば
こ
滑
親

和
増
収
を
意
味
す
る
も
の

二
校
式
　
用
紙
は
日
田
、
一
標

語
一
枚
に
記
入
の
こ
と

一
、
〆
切
期
日
　
旦
禦
占
宗

田
（
郵
僻
の
場
合
は
折
目
消

印
の
も
の
）
は
採
用
し
ま
す

「
住
所
、
氏
名
、
年
令
を
明

記
の
こ
と
」

一
、
提
川
先
　
水
草
酎
役
場
糊
務

謙

一
、
入
遜
単
衷
8
男
年
7
Ｈ
中
田

報
（
広
報
水
草
）

ｌ
、
入
選
者
に
僻
命
授
与

一
等
⊥
旭
千
円
　
一
名

二
等
－
七
日
目
　
二
名

一
二
筍
－
五
日
目
　
二
名

一
、
選
者
田
　
三
役
、
薮
曹
長
、

ｍ
副
赫
長

あ
り
ま
す
。
国
の
懸
駅
は
、
民
主
的
な

慕
牌
の
上
に
た
っ
て
、
一
二
糖
分
Ｗ
を
樹

甘
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
衆
餓
院

料
壇
の
選
出
も
さ
る
革
な
が
ら
、
こ
の

境
南
裁
判
新
裁
判
Ｈ
の
彗
も
東
大
な

私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
換
．
．
一
＝
し
ま
す

と
私
等
の
裁
判
官
を
私
等
が
所
定
す
る

と
い
う
帯
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
度
国

民
栄
養
調
査
の
篇
ｌ

回
を
終
え
て

遠
賀
保
腱
桝
　
石
田
蛙

国
は
巣
勝
羽
東
と
披
、
国
民
が
ど
の
位

の
食
糎
を
滑
親
し
て
い
る
か
、
父
ど
れ

だ
け
の
粟
教
を
と
っ
て
い
る
か
を
実
際

に
し
ら
ペ
、
を
れ
と
陪
ｌ
博
に
栄
養
と
健

膜
状
機
と
の
聞
係
を
叩
わ
か
に
す
る
為

に
、
栄
餐
改
暫
決
に
基
い
て
、
国
が
行

う
も
の
で
あ
り
、
叉
広
く
食
粗
政
策
に

も
利
用
す
る
革
を
Ｈ
酌
と
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

此
の
度
び
厚
生
省
の
任
意

抽
出
に
よ
り
水
布
田
の
Ｗ

民
教
が
以
上
述
べ
ま
し
た

梗
な
環
喫
な
湘
杏
地
区
に

指
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
脚
利
三
十

一
一
毎
五
Ｈ
、
八
月
、
十
一

月
と
、
胎
利
三
十
四
年
二

月
の
四
回
に
亘
り
前
会
す

る
わ
け
で
す
が
、
と
り
あ

え
ず
五
月
の
第
一
肘
胞
蒼

を
終
り
ま
し
た
の
で
、
を

の
一
端
を
和
し
上
げ
て
、

今
後
の
湘
蒼
に
御
協
力
頂

き
た
い
次
第
で
す
。

開
否
の
方
状
は
、
五
月
十

ヤ
ツ
を
見
つ
け
益
と
、
甲
通
ハ
カ
リ
に

か
け
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
0
0
瓦
へ
セ
ン
ペ

イ
0
0
瓦
…
…
等
、
そ
の
哩
姦
さ
ん

は
オ
ア
ブ
ケ
で
す
。

父
御
主
人
の
晰
帆
も
乱
入
し
ま
す
の
で

「
訊
杏
票
に
記
入
す
る
の
な
ら
三
日
間

付
は
飲
ま
な
く
て
我
榎
し
よ
う
」
と
て

飲
ま
れ
な
か
っ
た
款
も
あ
っ
た
そ
っ
で

す
。
と
に
角
、
口
に
入
れ
る
物
余
聖
空
っ

ぢ
計
っ
て
散
人
す
る
輔
は
仰
天
面
倒

な
轟
で
す
。
で
も
こ
の
湘
査
に
依
り
全

国
帖
の
巣
券
状
腰
を
見
る
の
で
す
か
ら

実
際
の
あ
り
の
ま
ま
を
記

し
て
頂
き
、
今
後
其
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
に
粟
贅
と
闘
速
す
る
鮎

膜
状
腰
に
つ
い
て
、
五
日

十
七
日
年
後
一
階
よ
り
七

時
ま
で
Ｗ
巌
敷
公
民
館
に

て
開
奈
世
捕
全
錦
の
身
体

検
薫
を
策
灘
致
し
ま
し

た
。
全
苗
数
四
三
、
人
垣
一

〇
一
名
で
男
八
二
・
二
％

女
九
三
・
六
％
の
川
牒
率

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
身
体
愉
査
披
十
一
月

患
義
し
ま
す
の
で
、
何

卒
甫
％
の
川
席
率
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

三
日
、
十
四
日
、
十
五
日

の
三
日
間
の
食
事
に
関
係
す
る
行
革

速
足
、
お
こ
も
り
、
敬
老
会
等
の
な
い

日
を
適
び
、
を
の
連
続
し
た
三
日
間
の

朝
、
巌
、
夕
の
食
都
状
況
及
び
食
事
の

料
群
名
、
摂
取
施
貰
品
の
名
称
、

入
手
力
法
の
別
に
よ
る
そ
の
数
也
を
一

つ
一
つ
酢
緑
し
乱
入
し
て
抗
い
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
日
間
は
粟
埜
芸
名
が
、
そ
れ

ぞ
れ
各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
配
大
義

瑞
脱
朋
致
し
ま
し
た
。

子
　
　
　
　
巣
養
状
態
、
身
体
状
況
の

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
只
今
欒
計
串
で

あ
り
ま
す
。

尚
、
終
了
の
頃
は
八
月
の
調
査
が
始
る

か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
か
り
次
第

報
告
い
た
し
度
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
町
報
を
拝
償
し
ま
し
て
御
協
力
下
さ
い

ま
し
た
Ⅶ
民
放
の
皆
様
力
に
、
叉
調
査

壇
の
方
々
に
射
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
田
内
の
皆
様
万
へ

こ
の
粟
楽
調
査
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し

伏
さ
ん
が
近
所
の
人
か
ら
も
ら
っ
た
オ
を
知
っ
て
頂
き
度
い
と
思
い
ま
す
。

季
節
防
犯
に
つ
い
て

（
折
尾
警
察
　
署
）

押
売
り
、
あ
き
巣
狙
い
、
忍

び
込
み
婦
女
を
狙
う
痴
漢
に

備
え
よ
う

膵
繁
湖
姓
、
聖
篭
、
あ
き
親
、
忍
び

こ
み
尊
都
人
の
か
せ
ぎ
博
で
す
。
街
緊

省
で
は
、
全
管
内
の
ハ
ト
Ｕ
Ｉ
ル
を
強

化
し
て
い
ま
す
か
、
閂
櫨
も
次
の
琴
を

守
っ
て
下
さ
い
。

・
躾
を
留
守
に
し
な
い
よ
う
都
脅
し
て

下
さ
い
。

抑
売
り
は
サ
ッ
パ
リ
断
り
ｌ
ま
し
ょ
う

お
寝
み
酌
の
戸
踊
り
点
検
。

件
的
オ
＝
Ｈ
雛
も
多
く
な
っ
て
来
ま
す
か

ら
鋸
人
の
稗
菌
や
肌
の
見
え
る
服
装

也
痴
淡
を
誘
い
ま
す
か
ら
注
藷
し
ま

し
ょ
う
。

衆
力
行
為
に
か
か
っ
た
り
こ
れ
を
見

つ
け
た
ら
瑠
鼠
で
よ
い
か
ら
髄
察
や

駐
在
所
へ
す
や
坤
ｈ
せ
る
事
。

婦
人
の
悪
間
一
人
歩
き
は
危
険
で
す

か
ら
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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著
葉
風
索
る
五
Ｈ
二
十
一
五
日
、
即
民

会
餌
に
て
、
溝
督
福
祉
革
務
所
、
法
貨

地
方
教
育
蚕
員
協
賛
金
の
共
催
、

西
日
本
・
朝
日
・
毎
日
の
各
新
聞
社

後
援
の
も
と
に
、
速
萬
郡
子
供
大
会
を

開
き
、
、
年
齢
申
、
各
田
村
子
供
会
や

各
小
中
学
校
よ
り
の
代
表
蝿
煮
干
二
百

（
水
巻
鋸
は
各
子
供
会
班
長
以
上
父
は

出
品
者
の
み
川
帽
）
人
余
が
参
集
。

定
刻
十
晴
よ
り
式
典
が
始
め
ら
れ
、
児

童
饗
皐
を
水
中
三
年
七
紀
要
貝
長
小
田

良
子
さ
ん
が
朗
読
し
、
続
い
て
璧
芸

間
品
入
選
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

余
人
適
者
（
郡
内
）
を
代
表
し
て
水
巻

射
水
中
三
ノ
七
組
同
女
が
逮
貿
福
祉

革
務
所
営
臍
所
長
よ
り
受
彰
し
、
来

替
者
の
祝
辞
を
受
け
、
慰
安
的
行
革

が
進
め
ら
れ
午
墾
ハ
膵
蜃
終
了
、
名
実

共
に
子
供
の
祭
典
と
し
て
、
特
に
郡
内

を
一
折
し
た
初
め
て
の
行
革
を
終
了
し

た
。
児
喜
車
扱
革

◎
児
意
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。

◎
児
鷲
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん

せ
ら
れ
る
。

◎
児
童
は
、
よ
い
醇
轟
の
な
か
で
育
て

ら
れ
る
。

て
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
う
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
を

の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
。

二
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
家
庭
で
、
正

し
い
変
情
と
知
識
と
技
術
を
も
っ
て

育
て
ら
れ
、
家
庭
に
感
ま
れ
な
い
児

薫
に
は
、
こ
れ
に
か
わ
る
常
雄
が
与

え
ら
れ
る
。

三
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
適
当
な
巣
泰

と
住
居
と
被
服
が
与
え
ら
れ
、
ま
た

疾
病
と
災
害
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。

（
以
下
略
）

因
に
那
出
品
入
選
者
（
水
巻
酎
関
係
）

は
次
の
通
り

絵

画

の

泉
　
加
代
子

柁
辺
と
き
子

松
川
　
常
子

永
滑
　
渾

聖結竺突部

犀琵撃岳
座　　二木

【
特
別
出
品
】

誌
肢
　
俊
徳
　
小
六

習
　
字
　
の
　
部

内
田
な
お
と
し
小
二

若
戸
ゆ
み
子
　
小
二

森
山
　
守
　
小
三

為
朋
と
し
よ
し
小
二

永
井
　
博
子
　
小
四

長
楽
ま
ゆ
み

永
酒
精
四
郎

山
口
　
三
生

浜
村
　
新
一

梅
松
智
津
子

宮
本
　
膳
子

安
東
　
蝉
ナ

桑
野
　
淑
子

【
特
別
的
Ｕ
巴

中
村
か
よ
子

宮
脇
こ
づ
え

内
田
　
垂
子

小
林
　
弘
子

蹄
保
　
順
子

近
東
千
恵
子

柴
田
帯
英
子

ク申申申ク坐申ク
三二二－　　ノ＼－

首ククク警告定ク
木ノ　座

水
巻
附

小
一
ニ
（
宮
田
）

小
四
（
古
田
ノ
二
）

小
五
　
（
ク
　
）

ク
　
　
（
ク
　
）

中
二
　
（
古
田
）

中
二
　
中
間
酎

中
二
　
述
封
村

一
丁
一
以
降
）
で
あ
り
ま
す
。

人
権
鮮
紗
賓
壇
の
任
叛
や
、
住
民
と

の
関
係
に
つ
い
て
蝶
歪
聖
四
〇
号
に

て
室
井
氏
の
寄
稿
で
報
遺
し
ま
し
た
し

ま
る
吾
宍
日
田
公
民
館
に
て
憲
法
発

布
記
念
行
革
の
一
掃
と
し
て
、
申
開
田

を
除
く
郡
内
同
書
余
目
刑
帰
さ
れ
、

終
日
郡
内
よ
り
相
談
に
来
ら
れ
た
方
々

に
対
し
て
適
切
な
指
噂
や
熱
心
な
研
究

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
は
婆
井
貫

戯
氏
）

、
．
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尚
水
巻
酎
よ
り
の
那
出
品
は
厳
正
申
Ｗ

的
帯
丑
に
よ
っ
て
五
百
点
の
中
か
ら
二

十
五
点
以
下
に
し
ぼ
り
、
郵
相
脛
く
各

二
十
点
の
入
選
を
記
録
し
た
。

文
机
内
の
み
の
鍵
疎
も
四
百
数
十
点
を

教
賓
革
務
属
の
二
階
に
壁
掌
れ
終
日

余
田
内
よ
り
の
観
災
者
で
混
雑
を
き
わ

め
た
。

森
下
叫
ナ
　
小
四

怖
浦
つ
る
み
　
小
六

永
滑
清
四
郎
　
中
一

美
浦
と
し
ひ
ろ
小
一

三
好
　
琴
ナ
　
小
二

安
　
　
恒
　
聖
二

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

－
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〓
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≡
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≡

ｌ

≡

≡

≡

ｌ

ｌ

≡

三

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

】

商
業
調
査
が
近
ま
り
ま
し
た
！

調
査
に
つ
い
て
御
協
力
を

聖
火
既
に
過
ぎ
る
／

五
月
三
日
（
雨
）

別
人
号
拓
哉
抑
死
リ
レ
ー
に
つ
い
て
は
托
走
者

輿
一
区
間
　
門
珂
　
父
一
氏
（
郡
体
育
協
会
慧
亮
）

軍
医
間
　
振
出
八
尾
亀
氏
（
中
間
酎
体
育
協
睾

夢
二
区
間
　
所
願
　
討
氏
（
水
巻
酎
体
育
協
会
長
）

（
大
腿
牌
－
兢
末
小
学
校
駒
ま
で
）

三
区
副
走
者
　
江
勝
一
泥
氏
（
水
巻
酎
体
育
協
会
理
串
長
）

同
伴
走
者
＝
教
委
鄭
務
席
社
数
係
、
責
田
東
氏
、
水
中
久

野
校
長
、
野
中
氏
（
槻
垣
村
）
初
め
附
体
協
マ
ラ
ソ
ン
法

事
碓
び
に
中
学
校
マ
ラ
ソ
ン
選
手
等
全
軍
一
十
余
名
で
、

十
六
時
二
十
七
分
大
勝
橋
で
中
闇
削
．
長
よ
り
世
紀
の
邸
火

は
受
け
つ
が
れ
兢
莱
小
学
校
酌
に
て
八
幡
市
へ
獲
し
（
十

六
時
四
十
二
分
）
て
、
無
事
粟
え
あ
る
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は

終
え
、
五
時
半
よ
り
火
鉢
の
み
を
記
念
と
し
て
附
昆
会
館

に
引
揚
げ
、
記
念
撮
影
を
も
っ
て
、
世
紀
の
走
る
焔
の
当

町
通
過
を
訂
拉
し
た
。【
ぢ
葛
は
光
巣
の
走
者
た
ち
】

通
路
智
で
は
七
月
一
日
現
在
で
、
全

国
の
卸
売
・
小
売
菜
等
を
営
ん
で
い
る

尚
店
に
つ
い
て
、
触
れ
な
く
商
業
統
計

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
諏
杏
収
舘
四
国
Ｈ
の
型
睾
す

目
的
は
、
商
業
余
娘
の
実
績
を
把
握
し

一
て
、
適
切
な
商
業
政
策
を
宜
て
る
上
の

迂
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
・

し
た
が
っ
て
、
こ
の
錮
杏
が
完
全
な

も
の
に
な
る
た
め
に
は
、
両
店
の
皆
様

か
ら
頁
実
を
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
糾
め
て
そ
の
目
的
が
適
せ
ら

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
こ
の
諷
杏
で
の
前
査
革
項
を
左

山
に
抜
革
亀
城
致
し
ま
し
て
、
御
参
考

に
供
し
度
い
と
思
い
ま
す
。

商
店
名
、
所
在
地
、
本
・
支
店
の
別

商
店
開
殺
年
、
辟
営
組
織
（
会
社
、
個

人
、
そ
の
他
）
業
態
（
専
門
品
卸
売
業

仰
Ⅴ
策
等
、
各
等
商
品
小
売
業
、
製
造

一
小
売
業
等
、

飲
食
店
、
元
卸
、
最
終
卸

売
場
埴
槽
（
坪
）
従
業
者

ーｌ　　／

一
空
札

数
（
男
女
別
酢
び
に
館
用
・
臨
膵
別
）

商
品
の
什
入
先
蘇
域
及
び
業
者
関
係

）
販
死
恥
、
手
持
触
、
販
琉
方
決
、
営

業
支
出
似
、
自
動
坤
の
保
套
ｎ
数
等
で

あ
り
ま
す
。

尚
、
七
月
に
入
り
ま
す
と
、
那
杏
貝

が
各
商
店
を
訪
間
し
ま
す
の
で
御
多
忙

中
御
迷
裕
と
思
い
ま
す
が
、
御
協
力
の

程
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｈ
　
　
　
※
応
募
資
格
　
　
　
　
Ｈ

一
　
高
照
8
年
9
月
2
日
～
一

間
門
年
9
月
1
日
ま
で
一

．

に
生
れ
た
者
　
　
…

一
航
案
ふ
中
学
校
卒
業
親
度
の
孝
一

工
集
京
募志

．

一
．
衡
※
試
験
7
月
召
～
一

一
陸
自
．
8
月
和
白
の
聞
　
一

Ｈ
 
ｌ
※
詳
細
は
、
役
場
肝
務
係
…

Ｌ
…
．
．
卜
鵬
捻
転
…
Ｌ

◎
を
の
仙

※
受
付
期
間
　
6
月
摘
日

～
7
Ｈ
別
口
ま
で

力
を
有
す
る
者
　
　
‖

躍
進
の
一
途
を
辿
る

遠
賀
信
用
金
庫

遠
賀
借
用
金
庫
第
九
回
通
常
総
会
は
、

こ
の
柑
田
内
各
種
総
会
の
皮
切
り
と
し

て
四
月
二
十
五
日
郡
内
中
小
企
業
に
対

す
る
唯
一
の
母
と
し
て
の
内
容
轟
れ

き
内
外
共
に
充
実
里
一
輪
を
辿
っ
て

い
る
が
、
敢
≠
以
来
十
年
を
経
、
会
員

数
＝
千
五
Ｈ
四
十
八
名
、
通
貨
全
域

は
勿
紳
若
松
苗
の
一
部
を
も
包
よ
う

し
て
、
現
在
矢
野
理
軍
兵
、
千
孟
遅

務
の
啓
実
な
擬
餌
針
漸
に
役
職
金
員
の

一
糸
乱
れ
ぬ
協
力
に
よ
り
、
川
野
金
九

百
八
十
四
万
Ｌ
Ｔ
Ｈ
、
法
定
楷
≠
金
百

四
十
万
七
「
円
、
特
別
栢
宜
金
二
百
九

十
五
万
Ｈ
、
退
職
植
Ｗ
命
九
十
九
万
二
一

千
円
、
規
越
金
工
ハ
〃
Ｈ
、
毀
盈
呈

十
一
万
円
、
昏
倒
準
備
命
二
百
九
十
二

万
九
千
円
、
価
新
選
劫
準
備
金
四
十
五

万
円
、
退
職
給
与
引
当
金
〒
一
二
万
一

千
円
、
計
二
卓
ハ
十
一
万
∴
千
円
、
預

貯
金
の
面
で
も
相
に
好
成
梢
を
納
め
、

昨
年
二
Ｈ
二
憬
二
千
七
百
二
〃
円
、
本

年
三
Ｈ
ｌ
▼
ｌ
Ｉ
二
億
一
千
二
十
西
方
★
千
両
、

井
引
（
二
十
一
存
廠
）
八
千
三
百
．
十

一
万
五
千
円
の
増
加
を
玩
し
て
い
る
。

叉
代
璧
選
と
し
て
中
小
企
恋
訂

公
膵
代
理
業
務
を
認
可
さ
れ
て
お
り
、

二
ヶ
年
計
漸
第
二
年
目
の
本
年
度
は
、

陶
垣
村
そ
の
他
へ
の
川
張
所
の
新
穀
が

拡
充
計
地
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
避

革
具
・
聯
務
の
競
気
は
健
昂
で
、
預
金

日
横
も
二
十
二
年
度
と
し
て
四
億
円
を

打
川
し
て
い
る
。

間
柑
皇
遠
の
件
は
任
期
が
明
年
と

さ
れ
て
い
る
。

農

協

総

会

五
月
二
日

水
巻
附
屏
業
協
蘭
組
合
で
は
第
十
回

通
常
総
会
（
椚
二
三
・
八
改
組
）
を
酎

民
会
館
で
開
い
た
。

花
組
命
と
二
〇
名
、
来
鱒
者
多
数

を
迎
え
改
組
以
来
最
も
感
祝
と
伝
え
ら

れ
、
井
地
組
合
長
、
伊
豆
専
務
以
下
常

勤
被
職
鏡
の
不
鮭
の
精
進
の
番
秘
は
だ

ん
ん
＼
革
業
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
購

・
販
轟
の
拡
充
、
溺
貯
金
の
増
誘
、
利

用
阻
合
の
適
正
化
等
全
面
的
に
朗
報
が

披
れ
き
さ
れ
、
力
強
い
金
員
の
幸
先
を

た
ゞ
よ
ね
せ
て
終
了
し
た
。

園
に
、
　
　
　
当
期
（
3
2
年
度
）

収
益
金
　
八
、
八
八
五
、
九
五
八
円

常
用
黒
革
八
、
草
三
、
四
玉
再

発
引
純
利
益
命
　
三
五
三
、
五
三
五
円

（
三
十
蒜
虻
よ
り
特
別
熊
備
拇
足
阻

倉
と
し
て
の
進
展
の
目
ど
が
現
わ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
第
展
に
遇
進
す

る
た
め
∵
四
九
〃
円
を
引
当
金
の
充
実

や
慣
却
関
係
の
再
検
潮
、
不
良
儲
梅
の

帯
封
等
榔
槙
的
軍
務
の
上
で
の
純
利
益

金
の
減
少
と
い
う
蹄
で
あ
る
）

預
貯
金
比
板
宿
引
～
田
3
2
）

一
二
十
ｌ
一
年
　
五
壬
∴
Ｈ
万
円

三
十
二
年
　
六
千
八
Ｈ
万
円

貸
付
金
一
二
十
一
年
　
千
六
真
ハ
十
万
円

三
十
二
年
　
千
八
百
五
十
万
円

役
職
国
儀
耐
な
く
、
本
年
度
の
計
価
と

し
て
披
次
の
事
項
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

一
、
貸
付
金
の
利
率

保
舗
　
日
歩
四
・
二
銭

担
保
　
ク
　
四
・
〇
銭

一
組
倉
貝
に
対
す
る
貸
付
金
限
度

保
肛
貸
付
　
　
五
万
円

揖
保
庸
〓
　
一
二
十
万
円

停
公
苗
産
　
ｌ
千
万
円

恨
（
ま
む
し
）
に
呟
ま

れ
た
人
に
大
福
音
／

貫
よ
り
秋
に
か
け
て
山
野
水
辺
に
て

、
叉
特
に
勝
家
の
耕
作
地
管
理
や
山
林

伐
採
等
で
〃
ま
む
し
〃
に
峻
ま
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
む
し
に
峻

ま
れ
る
と
、
往
時
で
は
生
命
の
危
険
に

半
ら
さ
れ
て

態
で
あ
り
ま
し
た
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催　水巻町彩友会・水巻町公民館

出
躇
額
の
本
年
度
増
加
日
額
一
二
十
万
円

（
一
人
平
均
一
千
円
）

父
誉
苓
範
と
し
て
は

一
、
滑
稽
革
業

部
落
と
密
接
に
楷
び
つ
き
相
互
の
潮
解

を
傑
め
る
。

二
、
販
売
事
業

商
品
性
の
向
上
措
健

三
、
購
売
震

現
金
制
の
普
及
、
生
活
物
資
の
計
圃
配

給四
、
農
業
禽
庫
、
簗
散
倉
庫
の
整
備
充

実五
、
加
工
事
業

施
設
の
改
善

六
、
共
済
郵
業

趣
旨
の
徹
底
、
加
入
勧
奨

七
、
借
用
革
業

貯
金
の
吸
収
、
固
定
化
貸
付
金
、
米
収

利
息
の
強
力
回
収

天
、
棟
合
材
職
方
針

自
己
拒
本
の
元
実
、
願
種
の
不
良
化
防

旺
（
以
下
哲
勿
論
こ
の
蒸
本
的
方
針

の
実
現
の
要
累
は
耕
地
の
培
養
と
土
壌

前
査
に
よ
る
合
理
的
肝
料
の
施
用
を
勧

奨
し
て
増
収
を
計
り
、
尚
有
畜
脛
家
創

殿
革
業
の
推
進
に
よ
り
家
畜
の
博
大
を

な
す
。

以
上
蹄
場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

水
巻
町
商
工
会

第
十
周
年
記
念

第
十
回
総
会
を
四
月
二
十
八
日
町
民

会
館
で
開
き
、
金
台
三
百
二
十
九
名

申
六
十
％
は
帽
、
委
任
状
七
十
九
通
、

決
に
基
き
粟
川
会
長
譲
長
備
に
つ
き
、

事
業
報
告
は
目
確
も
か
か
げ
ら
れ
、
三

好
副
会
長
に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、

匹
誓
月
二
十
日
社
団
法
人
水
巻
酎

商
工
会
と
し
て
新
裾
足
以
来
の
共
情
を

説
朋
、
尚
中
小
企
業
相
談
所
の
強
化
並

び
に
利
用
促
進
の
件
共
済
火
災
保
険
の

加
入
促
進
等
の
朝
出
＝
あ
り
、
損
都
祭
大

死
出
し
の
実
施
（
十
一
月
Ｌ＝描
祭
と
か

ら
ま
せ
る
）
店
国
教
南
の
実
施
見
本
市

の
開
催
暫
色
申
告
の
指
導
徹
底
翻
耕
組

合
の
墳
化
等
に
つ
い
て
樺
太
説
朋
を
加

え
て
の
報
告
が
あ
り
、
、

両
店
雇
用
員
の
永
年
勤
続
者
詩
形
も

行
わ
れ
、
十
数
名
に
対
し
て
の
賞
状
並

び
に
鋸
食
品
の
授
与
が
会
長
の
手
に
よ

り
行
わ
れ
た
。

全
国
交
通
安
全
運
動
／

規
則
を
守
っ
て
安
全
運
動

六
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
余
聞
交
通

安
全
溝
助
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
年
々
増
加
す
る
交
通
堵
故
を
防
止
し

よ
う
と
い
う
避
劇
で
あ
り
ま
す
。

腔
年
中
、
県
下
で
は
、
八
、
九
三
五

件
の
交
通
革
故
が
発
鎖
し
、
死
者
二
五

八
名
、
借
着
六
、
七
七
六
名
の
辟
い
犠

牲
者
を
州
し
て
い
ま
す
。

革
故
の
原
因
は
主
と
し
て
交
通
機
関

に
従
軍
す
る
者
の
歪
意
に
あ
る
こ
と

堕
弓
っ
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
歩

行
者
の
奪
講
義
が
低
い
為
に
事
故
を

請
肇
し
て
い
る
こ
と
も
み
の
が
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

こ
ｌ
の
演
劇
は
す
べ
て
の
人
が
交
通
安

会
と
い
う
こ
と
に
、
も
っ
と
封
解
と
関

心
を
も
ち
、
交
通
遺
徳
を
身
に
つ
け
、

規
則
を
守
る
よ
う
に
し
て
、
正
し
い
安

全
な
変
通
秩
序
を
う
ち
Ｗ
て
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
度
の
濯
動
姓
、
歩
行
者
の

く　金 一・祁：し －一 再
交
通
安
全
教
育
と
酬
鰍
の
徹
底
に
重
点

を
お
き
ま
し
て

対
面
交
通
の
励
行
、
正
し
い
横
断
の

励
行
、
単
葉
の
通
行
の
傑
辞
、
自
転
車

の
左
端
一
列
通
行
の
励
行
、
臍
切
に
お

け
る
安
全
碓
訳
の
励
行
、
安
全
運
転
の

励
行
、
変
通
歯
境
の
鞍
丑
等
を
そ
の
日

横
と
し
て
い
ま
す
．

折
尾
顛
賢
者
及
び
折
尾
交
通
安
全
協

会
並
び
に
同
自
動
車
運
転
者
協
会
で
は

一
般
渉
行
者
の
正
し
い
奪
理
詰
の
習

慣
化
を
呼
び
か
け
、
本
運
動
に
対
す
る

十
四
万
郡
市
民
遠
賀
郡
と
折
尾
附
）

の
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
多
彩
な

推
池
行
革
の
う
ち
期
酬
中
、
学
生
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
腎
年
回
・
加
入
会
長
等
の
方
々

に
一
日
変
通
贅
察
官
に
な
っ
て
貰
い
ま

し
て
、
六
月
三
日
午
後
か
ら
街
疎
で
交

通
相
導
の
実
際
を
体
験
し
て
頂
き
、
一

搬
軒
昂
の
万
人
に
交
通
安
全
に
つ
い
て

十
分
漠
解
と
協
力
を
願
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。尚
当
日
は
折
尾
単
管
内
で
最
変
通
頻

繁
な
駁
未
借
用
金
庫
酌
三
叉
路
に
、
本

譜
交
通
菅
沢
以
下
交
通
係
官
初
め
酎
内

田
Ｕ
部
長
初
め
金
髄
宵
も
応
抒
相
柚
の

も
と
に
、
変
通
安
金
協
会
当
酎
関
係
者

山
下
（
断
簡
）
藤
崎
（
町
細
）
滑
防
団

長
（
金
子
）
自
動
車
運
転
者
協
会
（
石

塚
定
雄
）
各
小
串
単
機
代
表
者
各
一
名

各
小
学
校
代
表
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

者
等
教
拾
名
の
方
々
に
よ
っ
て
、
交
通

指
導
の
一
日
巡
糞
勤
務
に
つ
か
れ
、
自

動
貸
畔
の
週
転
手
淫
も
今
日
を
期
し
て

正
し
い
交
通
と
ひ
っ
実
態
を
心
か
ら

昧
わ
い
、
夕
刻
ま
で
闇
米
国
道
上
に
、

丑
れ
・
行
け
の
号
令
に
則
り
格
然
交
通

が
、
現
任
で
は
そ
の
心
配
は
解
消
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
本
年
よ
り
私
た
ち
の
保

健
所
（
遠
賀
保
健
所
）
に
「
マ
ム
シ
の

爪
清
」
が
保
管
さ
れ
ま
Ｌ
に
（
従
来
当

地
方
と
し
て
蛙
戸
畑
保
健
所
の
み
）
か

ら
、
唆
ま
れ
る
と
博
を
移
さ
ず
医
師
の

診
断
を
受
け
ら
れ
る
と
、
御
医
者
さ
ん

が
保
健
所
に
運
略
し
て
血
清
に
よ
る
治

輝
を
し
て
覚
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

の
モ
デ
ル
を
展
朗
し
、
終
っ
て
借
用

企
肺
階
上
で
費
献
金
を
開
い
て
各
体

験
者
の
意
見
発
表
や
、
係
官
の
説
明

酢
び
に
要
請
が
な
さ
れ
た
。

叉
こ
の
勲
談
会
の
席
上
変
通
翼

の
発
表
で
、
学
者
に
対
す
る
革
故
と

し
て
は
、
四
月
中
が
年
中
で
表
多

い
統
計
が
〓
て
い
た
従
来
の
実
績

を
打
ち
破
の
ヽ
本
年
は
全
く
無
か
っ

た
串
を
特
に
単
機
当
局
者
初
め
父
兄

の
皆
使
方
の
御
理
解
と
協
力
に
よ
る

腸
と
し
て
感
謝
さ
れ
た
。
【
写
葺

は
盤
探
達
雄
一
日
変
通
巡
査
】


